平成24年度版　NEW CROWN　評価事例


外国語表現の能力（書くこと）
プロトタイプＣ
単元：

BOOK 2，LESSON 5
評価の観点（技能）：

外国語表現の能力（書くこと）
評価規準：

将来の夢を説明するスピーチ原稿を書くことができる。
評価方法：

【スピーチ原稿書き】将来，人生の中でやってみたいことについてのスピーチ原稿を書かせて，その出来を評価する。
留意点

スピーチ原稿を書かせる前に，評価される３項目①情報量・工夫，②内容・構成，③言語的正確さとその具体的な内容を明示しておく。
教科書の活動で作成したスピーチは，教師や級友の助けを受けながら作成しているため，評価対象にはならないので，新たに別のスピーチを書かせて評価する。
原稿を書く段階で別紙「外国語表現の能力(書くこと)」の評価，スピーチを発表する段階でこの｢外国語表現の能力(話すこと)｣の評価を行い，複数の観点にまたがる複数の項目で総合的に評価をする。
評価基準：A・B・Cの3段階

評価項目①②③それぞれABCでつける。

①情報量・工夫

　A：イントロ，自分がやってみたいことの紹介，その理由６文以上の英文であり，今までに学習した表現を総合的に活用した工夫が複数見られる。

　B：英文は６文以上あるが，表現上の工夫があまり見られない。

　C：英文が６文に満ちていない。
②内容・構成

　A：イントロ，将来なりたい職業，その理由などが話題の流れや文のつながりを考えて，効果的に構成されている。

　B：教科書のスピーチ文やpp.60-61 Mini-projectのモデル文の内容や構成を踏襲している。

　C：話の流れや文のつながりが考慮されていない
③言語的正確さ

　A：言語的誤りがほとんどない。

　B：いくつかの言語的な誤りがあるが，理解できる範囲である。

　C：伝えたい内容が曖昧になるような言語的な誤りがある。

留意点

　生徒へのフィードバックを考えて，評価は項目別につけて生徒に提示することとする。

評価課題：

人生の中でやってみたいことをwant to ~を使って書きなさい。

6文以上の英文で書き，また，やりたいこと1つに対して必ず1つ以上の理由を書きなさい。
留意点

別紙BOOK 2, LESSON 5，外国語表現の能力(話すこと)にあるように，この原稿はクラスの前で実際にスピーチをして，評価することが前提となっている。
解答例：

Hello, everyone.  I’m Sato Ichiro.

What do you want to do in the future?

I want to go to the United States of America.
Why?  I have three reasons.  First, I want to watch a Major League Baseball game there. 

Second, I want to visit many famous places.  Finally, I want to eat a lot of big hamburgers.

Thank you.




































